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[緒言] 近年、低いコスト、大型化・形状加工の容易さ等の利点からガラスシンチレータに着目し

た研究が活発に行われている[1]。これまで GeO2や B2O3、SiO2のガラス材料に関する研究が中心

である中、我々は新たに TeO2ガラスに着目した研究を行っている。TeO2は上記のガラス母材料 

と比較して、高い実効原子番号及び低い格子振動エネルギーを有するため、高検出効率及び高効

率な発光を示す新たなシンチレータ用ガラス材料として期待できる。本研究では、Dy3+を新たに 

添加した二酸化テルルガラス材料 80TeO2-5Al2O315-xBaO-xDy2O3 (x = 0.1, 0.5, 1, 5)を作製し、その

放射線応答性評価を行った。 

 [実験方法] TeO2, Al2O3, BaCO3, Dy2O3粉末を組成比通りに

均一に混合後、900℃で 60分間加熱した。その後、300℃の

ステンレス板に流し込み、冷却・成形して目的のガラス試

料を得た。得られた試料について、X 線励起下のシンチレ

ーションスペクトル及び時間プロファイルの測定を行った。 

[実験結果]図 1 に各試料の X 線励起下のシンチレーション

スペクトルを示す。Dy3+の 4f-4f 遷移によるピークが 485, 

575, 665 nmに観測された[1]。作製した試料の中で、1% Dy

濃度サンプルが最も高い強度を示した。図 2 に各サンプル

の X 線励起下の時間プロファイルを示す。第 2成分におい

て Dy3+の 4f-4f遷移由来の成分が観測され、その寿命はそれ

ぞれ 248 µs (Dy:0.1%), 203 µs (Dy:0.5%) 157 µs (Dy:1%), 30.2 

µs (Dy:5%)であり、Dy濃度の増加に伴いシンチレーション

寿命が減少した。本講演では、蛍光特性およびシンチレー

ション特性をより詳細に議論する。 
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  Fig.1 Scintillation spectra. 
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    Fig.2 Scintillation decay profile. 

 

第67回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2020 上智大学 四谷キャンパス)14p-PA2-61 

© 2020年 応用物理学会 02-124 2


